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令和６年５月３１日 第５号 

勇気・やる気・根気 文責 校長 津田 弘美 
                                  

 ６月１日 いのちを見つめる日 によせて 

 

明日は、いのちを見つめる日です。今日全校朝会で「なかよしの木～雄磨くんと一緒に」

という話をしました。 

学校の中庭には、平成２９年度、今から７年前の４年生が２分の

１成人を迎えるにあたって、みんなで一緒に植えた桜の木（当時樹

齢１０歳）があります。 

先日、雄磨くんのご両親にお会いしました。お話をうかがって、

私が楠っ子のみんなに伝えたい思いを話しました。（以下講話より

抜粋） 

 

雄磨くんは、学校大すき、友達大すき、運動会大すき、走るのが大すき

な元気いっぱいの小学３年生の男の子でした。ところが１０月の授業参観の日、いつも元気な雄磨

くんが、頭がひどく痛いと言い出して、たおれてしましました。病院に行って、大きな病気であること

が分かったそうです。 

いつかきっと学校にもどって、みんなと一緒に遊びたい。春までには治療を終わって、４月からは

楠栖小に通いたい。そのことを心のささえに、長崎の病院に入院して、痛くてつらい病気のちりょう

にも耐えて、がんばりました。 

家族のみなさんも、もう一度元気になってほしい。きっと元気になってくれるそんな祈るような気

持ちで、はげましておられたそうです。 

ところが とてもざんねんで悲しいことに雄磨くんは、入院してから半年たらず、病気に負けない

とがんばっていたけれど、４年生の５月になくなってしまいました。 

お父さんやお母さんは、雄磨くんがいなくなって本当に自分たちだけ別の世界に閉じ込められて

しまったような感じで、毎日悲しみにくれて、泣いてすごしていたと話されました。 

 

私にも３人の子どもがいます。私にとって一番の願いは、子どもたちが元気で生きていてくれるこ

とです。生きていれば 楽しいことばかりではなく、つらいこともあるでしょう。それでも元気で生きて

いてくれればいい、それが親としての一番の願いです。 

だからこそ、雄磨くんを失ったお父さんやお母さん、ご兄弟のみなさんの悲しみは、私たちには、

想像することも難しいことだと思います。 

 

このお話をうかがって楠っ子のみんなに伝えたいことがあります。それは、あなたのいのちは、あ

なただけのものではなく、家族のみんなにとって、周りの人にとって、私たち学校の先生たちにとって

も 本当にかけがえのないものだということです。 

あなたが大切なのです。 



ここにいる一人一人が、大切な存在なのです。 

あなたも大切、となりにいるお友達も大切なのです。 

一人ひとり大きな可能性をもって、生きています。 

みなさんがどんな人になっていくのか、楽しみです。 

いのちかがやく、幸せな人生を歩んでほしいと願っています。 

そのために、私たちは皆さんと一緒に過ごしているのです。 

 

今、自分の生活をふりかえってみてください。 

自分の命を大切にしていますか。 

自分の命が危険になるような行動をしていませんか。 

お友達の命も大切にしていますか。 

お友達が嫌だと思うようなことを平気でいったり、したりしていませんか。 

人を傷つける行動は、自分自身の心も傷つけることです。 

あなたの学級の仲間は、お互いを大切にできていますか。 

 

いのちが大切ということは、自分自身が大切なのだということを、本当に知ることです。 

どうかお互いにたった一人の自分、自分のよさを見つけてください。お友達のよさを見つけてくだ

さい。そうすると、お友達もあなたのよさを見つけてくれます。 

 

本当に命は、一度失ったら二度と戻ってこない大切なものなのだと、雄磨くんの同級生たちは本

当に知ったのです。そして雄磨くんの分もしっかり生きていこうとしています。中学校を卒業したとき、

雄磨君と一緒に卒業を祝おうと、このなかよしの木に集まったそうです。 

この楠栖小には、そんな素敵な先輩たちがいます。どうぞみなさんも自分のいのち、友達のいの

ちを大切にして、学級のみんなが学校楽しいねと笑顔かがやく、そんな毎日を生きてほしいと強く

願っています。 

 

全校朝会が終わったあと、ある子どもが「自分にも小さいときに、亡くなったお兄ちゃ

んがいます。そのことを知ったときは、とても悲しかったです。だけどぼくはそのお兄ち

ゃんの分まで、がんばって生きていきたいと思っています。」という話をしてくれました。   

ご家庭でしっかりお話をされていて、すばらしいなと感じるとともに、私の話を受け止め

て、自分の思いを伝えてくれたことにも、ありがたい気持ちでいっぱいになりました。 

 

この学校だよりをきっかけとして、ぜひご家庭でも、子どもたちに「あなたのことが大

切なんだよ。大すきだよ。」ということを伝えてあげてください。 

この週末、ご家庭でも「いのちを見つめる日」にしていただけることを願っています。 

 

 

 

○学校ホームページは、下記アドレスまたはＱＲコード 

よりご覧ください。http://www.city.sasebo.ed.jp/es-kusuzumi/ 
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